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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　２本の索体の索体端部間の連結及び取り外しをするための緊急取り外し金具であって、

　一端側に備えられる、一方の索体の索体端部に取り付けられ、当該一方の索体の索体端

部からの脱落を防止するための取付・脱落防止部と、

　他端側に備えられる、他方の索体の索体端部を連結するための連結部であって、前記索

体端部とスライドして係合するスライド係合部と、前記スライドを制限するスライド制限

部材と、を有する連結・取り外し部と、

　第一プレート部材と、

　第二プレート部材と、を備え、

　前記一方の索体の索体端部に取り付けられる環状部材に挿通され、前記第一プレート部

材と第二プレート部材の一端側を接続する接続部材によって、前記取付・脱落防止部が構

成され、前記第二プレート部材に前記接続部材が固定されており、前記接続部材に対して

前記第一プレート部材が、回動可能に設けられていることを特徴とする緊急取り外し金具

。

【請求項２】

　前記取付・脱落防止部が、前記一方の索体の索体端部に対して揺動する揺動機構を備え

ることを特徴とする請求項１に記載の緊急取り外し金具。

【請求項３】

　前記他方の索体の索体端部に取り付けられる環状部材と、当該環状部材に挿通される引
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き 留 め 部 材 と 、 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 係 合 部 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は

２ に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 一 プ レ ー ト 部 材 に 、 前 記 引 き 留 め 部 材 を 挿 通 す る 挿 通 孔 が 形 成 さ れ 、 当 該 挿 通 孔

を 挿 通 し て 突 出 し た 前 記 引 き 留 め 部 材 の 先 端 部 に 前 記 ス ラ イ ド 制 限 部 材 が 取 り 付 け ら れ た

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 一 プ レ ー ト 部 材 が 、 前 記 接 続 部 材 を 軸 と し た 方 向 に 回 動 可 能 若 し く は 前 記 接 続 部

材 と 直 交 す る 軸 に 対 し て 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何

れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 環 状 部 材 と 、

　 前 記 第 二 プ レ ー ト 部 材 に 固 定 さ れ 、 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ る 引 き 留 め 部 材 と 、

　 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 係 合 部 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か に

記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ７ 】

　 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 の 連 結 及 び 取 り 外 し を す る た め の 緊 急 取 り 外 し 金 具 で あ っ て 、

　 一 端 側 に 備 え ら れ る 、 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 当 該 一 方 の 索 体 の 索 体 端

部 か ら の 脱 落 を 防 止 す る た め の 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 と 、

　 他 端 側 に 備 え ら れ る 、 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 を 連 結 す る た め の 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 索

体 端 部 と ス ラ イ ド し て 係 合 す る ス ラ イ ド 係 合 部 と 、 前 記 ス ラ イ ド を 制 限 す る ス ラ イ ド 制 限

部 材 と 、 を 有 す る 連 結 ・ 取 り 外 し 部 と 、

　 第 一 プ レ ー ト 部 材 と 、

　 第 二 プ レ ー ト 部 材 と 、 を 備 え 、

　 前 記 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ 、 前 記 第 一 プ レ ー ト 部

材 と 第 二 プ レ ー ト 部 材 の 一 端 側 を 接 続 す る 接 続 部 材 に よ っ て 、 前 記 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 が 構

成 さ れ 、

　 前 記 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 環 状 部 材 と 、

　 前 記 第 二 プ レ ー ト 部 材 に 固 定 さ れ 、 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ る 引 き 留 め 部 材 と 、

　 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 係 合 部 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 ス ラ イ ド 制 限 部 材 の 脱 落 を 防 止 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 脱 落 防 止 部 材 を 備 え る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 請 求 項 ９ 】

　 タ ー ン バ ッ ク ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ８ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外

し 金 具 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 １ か ら ９ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ロ

ー プ 式 防 護 柵 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 の 連 結 及 び 取 り 外 し を す る た め の 緊 急 取 り 外 し 金 具

及 び こ れ を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 を 連 結 し 、 そ の 張 力 を 調 節 す る た め の 金 具 と し て 、 タ ー ン バ ッ

ク ル が 広 く 用 い ら れ て い る 。

　 当 該 タ ー ン バ ッ ク ル に 関 す る 技 術 が 特 許 文 献 １ に よ っ て 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ９ ６ ２ ９ ６

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 タ ー ン バ ッ ク ル は 、 シ ン プ ル な 構 造 で 張 力 調 節 を す る こ と が で き る 優 れ た 部 材 で あ る が

、 ネ ジ で ボ ル ト を 締 め る 構 造 に 基 づ く も の で あ る た め 、 取 り 外 し の 作 業 性 の 面 で は 良 好 な

も の と は 言 え な い 。

　 例 え ば 、 高 速 道 路 等 に お い て 使 用 さ れ る ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に お い て 、 車 両 衝 突 時 の

事 故 処 理 等 の た め に ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 一 部 を 素 早 く 開 放 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う

な 場 合 に お い て 、 タ ー ン バ ッ ク ル に よ っ て ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 開 放 （ ワ イ ヤ ロ ー プ の

連 結 の 解 除 を ） し よ う と す る と 、 共 廻 り を 押 さ え る 等 の 人 員 が 必 要 と な る た め 、 そ の 作 業

に ３ 名 以 上 必 要 と な り 、 作 業 時 間 も 要 す る も の で あ っ た 。

　 事 故 処 理 及 び そ の 復 旧 に は 、 迅 速 性 が 求 め ら れ る と 共 に 、 そ の 作 業 の 安 全 性 も 求 め ら れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 の 連 結 お よ び 取 り 外 し を す る た め

の 緊 急 取 り 外 し 金 具 で あ っ て 、 作 業 に 要 す る 人 員 は １ 名 で 、 容 易 か つ 素 早 く 連 結 を 解 除 す

る こ と が で き 、 作 業 の 安 全 性 に も 配 慮 さ れ た 緊 急 取 り 外 し 金 具 及 び こ れ を 用 い た ワ イ ヤ ロ

ー プ 式 防 護 柵 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

（ 構 成 １ ）

　 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 の 連 結 お よ び 取 り 外 し を す る た め の 緊 急 取 り 外 し 金 具 で あ っ て

、 一 端 側 に 、 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 当 該 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 か ら の 脱

落 を 防 止 す る た め の 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 を 備 え 、 他 端 側 に 、 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 を 連 結 す

る た め の 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 索 体 端 部 と ス ラ イ ド し て 係 合 す る ス ラ イ ド 係 合 部 と 、 前 記

ス ラ イ ド を 制 限 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 と 、 を 有 す る 連 結 ・ 取 り 外 し 部 を 備 え る こ と を 特 徴

と す る 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

（ 構 成 ２ ）

　 前 記 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 が 、 前 記 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 対 し て 揺 動 す る 揺 動 機 構 を 備 え

る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

（ 構 成 ３ ）

　 前 記 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 環 状 部 材 と 、 当 該 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ る 引

き 留 め 部 材 と 、 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 係 合 部 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ 又 は ２

に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ 構 成 ４ ）

　 第 一 プ レ ー ト 部 材 と 、 第 二 プ レ ー ト 部 材 と を 備 え 、 前 記 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付

け ら れ る 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ 、 前 記 第 一 プ レ ー ト 部 材 と 第 二 プ レ ー ト 部 材 の 一 端 側 を 接 続

す る 接 続 部 材 に よ っ て 、 前 記 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら

３ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ 構 成 ５ ）

　 前 記 第 二 プ レ ー ト 部 材 に 前 記 接 続 部 材 が 固 定 さ れ て お り 、 前 記 接 続 部 材 に 対 し て 前 記 第

一 プ レ ー ト 部 材 が 、 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 ４ に 記 載 の 緊 急 取 り

外 し 金 具 。
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【 ０ ０ １ １ 】

（ 構 成 ６ ）

　 前 記 第 一 プ レ ー ト 部 材 が 、 前 記 接 続 部 材 を 軸 と し た 方 向 に 回 動 可 能 若 し く は 前 記 接 続 部

材 と 直 交 す る 軸 に 対 し て 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 ５ に 記 載 の 緊 急

取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ 構 成 ７ ）

　 前 記 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 環 状 部 材 と 、 前 記 第 二 プ レ ー ト 部 材 に 固 定

さ れ 、 環 状 部 材 に 挿 通 さ れ る 引 き 留 め 部 材 と 、 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 係 合 部 が 構 成 さ れ る

こ と を 特 徴 と す る 構 成 ４ か ら ６ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 構 成 ８ ）

　 前 記 第 一 プ レ ー ト 部 材 に 、 前 記 引 き 留 め 部 材 を 挿 通 す る 挿 通 孔 が 形 成 さ れ 、 当 該 挿 通 孔

を 挿 通 し て 突 出 し た 前 記 引 き 留 め 部 材 の 先 端 部 に 前 記 ス ラ イ ド 制 限 部 材 が 取 り 付 け ら れ た

こ と を 特 徴 と す る 構 成 ４ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 構 成 ９ ）

　 前 記 ス ラ イ ド 制 限 部 材 の 脱 落 を 防 止 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 脱 落 防 止 部 材 を 備 え る こ と を

特 徴 と す る 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ８ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 構 成 １ ０ ）

　 タ ー ン バ ッ ク ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ９ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し

金 具 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 構 成 １ １ ）

　 構 成 １ か ら １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ロ

ー プ 式 防 護 柵 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 構 成 １ ２ ）

　 複 数 の 索 体 が 張 ら れ た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 で あ っ て 、 隣 り 合 う 索 体 間 に お い て 、 前 記

緊 急 取 り 外 し 金 具 が オ フ セ ッ ト し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ １ に 記 載 の ワ

イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 及 び こ れ を 用 い た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に よ れ ば 、 ス ラ イ ド

制 限 部 材 を 外 し て ス ラ イ ド 係 合 部 を ス ラ イ ド さ せ る （ 実 際 に は 張 力 が か か っ て お り 、 部 材

間 に 高 い 摩 擦 力 が 生 じ る た め 、 ハ ン マ 等 で 叩 い て ス ラ イ ド さ せ る ） こ と で 連 結 を 解 除 す る

こ と が で き る た め 、 作 業 に 要 す る 人 員 は １ 名 で 、 容 易 か つ 素 早 く 連 結 を 解 除 す る こ と が で

き る 。 な お 且 つ 、 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 に よ っ て 、 索 体 端 部 か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ て お り 、 こ

れ に よ っ て 部 材 が 飛 散 す る こ と が 抑 止 さ れ る た め 、 安 全 性 に も 優 れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 示 す 図

【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 示 す 図

【 図 ３ 】 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 示 す 図

【 図 ４ 】 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 の 取 り 外 し 作 業 （ ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 開 放 ） を

説 明 す る 図

【 図 ５ 】 従 来 の ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 態 様 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下

の 実 施 態 様 は 、 本 発 明 を 具 体 化 す る 際 の 一 形 態 で あ っ て 、 本 発 明 を そ の 範 囲 内 に 限 定 す る

も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ 、 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 を 示 す 図 で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 図

１ （ ａ ） ： 上 面 図 、 図 １ （ ｂ ） ： 側 面 図 （ た だ し 、 構 造 の 理 解 の 容 易 の た め 、 第 １ プ レ ー

ト 部 材 １ １ １ と 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ に つ い て は 断 面 的 に 示 し て い る ） 、 図 １ （ ｃ ） ：

底 面 図 、 図 ２ （ ａ ） ： 環 状 部 材 （ ジ ョ ー ボ ル ト ） と 引 き 留 め 部 材 の 係 合 部 を 示 す 上 面 図 、

図 ２ （ ｂ ） ： 連 結 の 取 り 外 し 状 態 を 示 す 側 面 図 、 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ は 、 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 を 連 結 し つ つ 、 そ の 取 り

外 し の 作 業 性 に 優 れ た 連 結 具 で あ っ て 、 そ の 基 本 的 な 構 成 と し て 、

　 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ 、 当 該 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 か ら の 脱 落 を

防 止 す る た め の 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ と 、

　 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 を 連 結 す る た め の 連 結 部 で あ っ て 、 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ と 、 ス

ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ の ス ラ イ ド を 係 止 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 （ リ ン チ ピ ン ） １ ２ ２ と 、 を

有 す る 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２ と 、

を 備 え る 。

　 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２ の ス ラ イ ド 係 合 部 を ス ラ イ ド さ せ る （ 実 際 に は 張 力 が か か っ て お

り 、 部 材 間 に 高 い 摩 擦 力 が 生 じ る た め 、 ハ ン マ 等 で 叩 い て ス ラ イ ド さ せ る ） と い う 簡 便 な

作 業 で あ り 、 作 業 員 １ 名 で 迅 速 に 取 り 外 し が で き る と 共 に 、 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ に よ っ

て 、 索 体 か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ る た め 、 取 り 外 し 作 業 時 に 部 品 が 飛 散 す る よ う な こ と が な

く 、 安 全 性 に も 優 れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ は 、 図 １ 、 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １

１ １ と 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ の ２ 枚 の プ レ ー ト 部 材 を 備 え 、 こ れ ら の 両 端 部 に お い て 、

取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ と 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２ を 備 え る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 連 結 す る 索 体 の 索 端 金 具 と し て ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ） を 使 用 し て

お り 、 一 方 の 索 体 の 索 端 金 具 で あ る ジ ョ ー ボ ル ト １ １ ４ に 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ が 取 り 付

け ら れ 、 他 方 の 索 体 に お い て も 、 ジ ョ ー ボ ル ト １ ２ １ ２ を 使 用 し て 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２

が 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ は 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ と 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ と 、 ジ

ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ） １ １ ４ に 挿 通 さ れ 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ と 第 ２ プ レ ー ト 部 材

１ １ ２ を 接 続 す る 接 続 部 材 １ １ ３ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ る 。

　 接 続 部 材 １ １ ３ は 、 基 本 態 様 が 柱 状 の 部 材 で あ り 、 下 端 側 で 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ に

対 し て 固 定 さ れ 、 上 端 側 に 留 め 部 材 １ １ ３ １ を 備 え る 。 な お 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ へ

の 接 続 部 材 １ １ ３ の 固 定 は 、 補 強 材 Ｒ Ｐ を 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ の 両 面 側 に 設 け つ つ そ

れ ら に 貫 通 さ せ て 接 続 部 材 １ １ ３ を 配 し 、 こ れ ら の 部 材 を 相 互 に 溶 接 す る こ と に よ っ て 行

う 。

　 留 め 部 材 １ １ ３ １ は 、 ボ ル ト １ １ ３ ２ に よ っ て 着 脱 可 能 に 設 け ら れ る も の で あ り 、 本 実

施 形 態 で は 、 側 面 視 が 半 円 状 の 部 材 で あ る 。

　 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ に 固 定 さ れ て い る 接 続 部 材 １ １ ３ を 、 ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材

） １ １ ４ に 挿 通 し 、 さ ら に 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に 形 成 さ れ て い る 挿 通 孔 １ １ １ ｈ １ に

も 挿 通 し た 上 で 、 接 続 部 材 １ １ ３ の 上 端 部 に 留 め 部 材 １ １ ３ １ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、

一 方 の 索 体 に 対 し て 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が 取 り 付 け ら れ る 。

　 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に 形 成 さ れ て い る 挿 通 孔 １ １ １ ｈ １ は 、 接 続 部 材 １ １ ３ を 挿 通

可 能 で あ り 、 且 つ 、 留 め 部 材 １ １ ３ １ は 挿 通 不 能 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 挿 通 孔 １ １ １ ｈ １ は 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ が 、 水 平 方 向 及 び 垂 直 方 向 に 回 動

可 能 な よ う に 、 接 続 部 材 １ １ ３ を 遊 嵌 す る 。 即 ち 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ は 、 接 続 部 材
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１ １ ３ を 軸 と し た 方 向 （ 水 平 方 向 ） に 回 動 可 能 で あ り 、 且 つ 、 接 続 部 材 １ １ ３ と 直 交 す る

軸 に 対 し て （ 垂 直 方 向 ） に も 回 動 可 能 で あ る 。 接 続 部 材 １ １ ３ が 、 側 面 視 に お い て 半 円 状

の 形 状 を し て い る こ と に よ り 、 垂 直 方 向 の 回 動 が ス ム ー ス に 行 え る も の で あ る 。

　 ま た 、 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ は 、 ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ） １ １ ４ に 接 続 部 材 １ １ ３ が

遊 嵌 さ れ る も の で あ り 、 こ れ に よ り 、 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ は 、 索 体 端 部 に 対 し て 揺 動 可 能

で あ る （ 揺 動 機 構 を 備 え る ） 。 索 体 端 部 に 対 し て 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が 揺 動 可 能 と さ れ る

こ と に よ り 、 連 結 作 業 時 の 作 業 性 が 向 上 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２ は 、 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ と 、 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ の ス ラ イ ド

を 係 止 す る リ ン チ ピ ン （ ス ラ イ ド 制 限 部 材 ） １ ２ ２ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ る 。

　 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ は 、 ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ） １ ２ １ ２ と 、 ジ ョ ー ボ ル ト １ ２ １

２ に 挿 通 さ れ る 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ る 。

　 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ は 、 基 本 態 様 が 柱 状 （ 本 実 施 形 態 で は 四 角 柱 ） の 部 材 で あ り 、 下

端 側 で 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ に 対 し て 固 定 さ れ 、 上 端 側 に リ ン チ ピ ン １ ２ ２ を 挿 通 す る

孔 を 備 え る 。 な お 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ へ の 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ の 固 定 は 、 補 強 材

Ｒ Ｐ を 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ の 両 面 側 に 設 け つ つ そ れ ら に 貫 通 さ せ て 引 き 留 め 部 材 １ ２

１ １ を 配 し 、 こ れ ら の 部 材 を 相 互 に 溶 接 す る こ と に よ っ て 行 う 。

　 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ に 固 定 さ れ て い る 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ を 、 ジ ョ ー ボ ル ト （ 環

状 部 材 ） １ ２ １ ２ に 挿 通 し 、 さ ら に 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に 形 成 さ れ て い る 挿 通 孔 １ １

１ ｈ ２ に も 挿 通 し た 上 で 、 ワ ッ シ ャ ー Ｗ （ 座 金 ） を 取 り 付 け 、 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ の 上

端 部 の リ ン チ ピ ン １ ２ ２ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 他 方 の 索 体 に 対 し て 緊 急 取 り 外 し 金 具

１ が 取 り 付 け ら れ る 。

　 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に 形 成 さ れ て い る 挿 通 孔 １ １ １ ｈ ２ は 、 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １

を 挿 通 可 能 で あ り 、 且 つ 、 リ ン チ ピ ン １ ２ ２ 若 し く は ワ ッ シ ャ ー Ｗ は 挿 通 不 能 と な る よ う

に 形 成 さ れ て い る 。

　 な お 、 リ ン チ ピ ン １ ２ ２ は 、 そ の つ ま み リ ン グ １ ２ ２ １ に 、 ワ イ ヤ ー １ ３ １ が 取 り 付 け

ら れ 、 当 該 ワ イ ヤ ー １ ３ １ は ネ ジ １ ３ ２ に よ っ て 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に 取 り 付 け ら れ

て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ン チ ピ ン １ ２ ２ の 脱 落 や 紛 失 が 予 防 さ れ る （ ワ イ ヤ ー １ ３ １ と ネ

ジ １ ３ ２ に よ っ て ス ラ イ ド 制 限 部 材 脱 落 防 止 部 材 が 構 成 さ れ る ） 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 以 上 の ご と く 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ は 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ の 両 端 に

柱 状 の 接 続 部 材 １ １ ３ 及 び 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ が 固 定 さ れ る こ と で 、 側 面 視 で コ 字 型 の

部 材 が 構 成 さ れ て お り 、 当 該 コ 字 型 の 両 端 部 を 、 索 体 の 環 状 の 端 末 金 具 （ 本 実 施 形 態 で は

ジ ョ ー ボ ル ト ） に 通 し 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ に よ っ て コ 字 型 の 開 口 部 を 塞 ぐ （ ロ 字 型

に す る ） こ と で 、 索 体 を 連 結 し て い る も の で あ る 。

　 そ し て 、 一 方 の 索 体 に 対 し て は 、 上 述 し た 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ に よ っ て 、 脱 落 し な い

よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 他 方 の 索 体 に 対 し て は 、 連 結 ・ 取 り 外 し 部 １ ２ に よ っ て 、

取 り 外 し 容 易 に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に お け る 、 ワ

イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 開 放 （ ワ イ ヤ ロ ー プ の 連 結 を 解 除 ） す る 作 業 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ の 外 観 （

緊 急 取 り 外 し 金 具 １ を 使 用 し た 連 結 部 分 ） を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ は 、 連 結 部 分 の 取 り 外 し

作 業 （ １ 本 分 ） を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

　 作 業 １

　 図 ４ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 先 ず 、 リ ン チ ピ ン １ ２ ２ を 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ か ら 抜

く 。

　 作 業 ２

　 次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ を 、 垂 直 及 び 水 平 方 向 に

10

20

30

40

50



(7) JP  6309675  B1  2018.4.11

回 動 さ せ て 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ か ら 外 し て ず ら す 。

　 作 業 ３

　 最 期 に 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ン マ で 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ を 叩 い て ス ラ イ

ド さ せ て ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ） １ ２ １ ２ か ら 抜 く （ な お 、 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ に 替

え て 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２ を ハ ン マ で 叩 い て も よ い ） 。

　 こ の よ う に 、 非 常 に 簡 便 な ３ ス テ ッ プ の 作 業 で 、 連 結 部 分 の 取 り 外 し が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 の ご と く 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ に よ れ ば 、 一 人 の 作 業 者 の み に よ っ て

容 易 か つ 素 早 く 連 結 を 解 除 す る こ と が で き る 。

　 図 ５ に 示 し た よ う な 、 従 前 の ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ ０ ０ に お い て 、 タ ー ン バ ッ ク ル の

取 り 外 し に よ っ て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 開 放 し よ う と し た 場 合 、 固 く 締 ま っ て い る タ

ー ン バ ッ ク ル を 回 し て 外 す 必 要 が あ り 、 時 間 が か か っ て し ま う と 共 に 、 共 廻 り を 押 さ え る

た め の 人 員 が 必 要 と な る た め 、 事 故 処 理 等 の 際 に 求 め ら れ る 迅 速 性 に 十 分 に 応 え ら れ る も

の で は な か っ た 。

　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ に よ れ ば 、 一 人 の 作 業 者 の み に よ っ て 容

易 か つ 素 早 く 連 結 を 解 除 す る こ と が で き 、 迅 速 に 事 故 処 理 及 び そ の 復 旧 に あ た る こ と が で

き る 。

　 な お 且 つ 、 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 に よ っ て 、 索 体 端 部 か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ て お り 、 こ れ に

よ っ て 部 材 が 飛 散 す る こ と が 抑 止 さ れ る た め 、 安 全 性 に も 優 れ る 。 即 ち 、 高 い 張 力 で 張 ら

れ た ワ イ ヤ ロ ー プ ２ １ に お い て 、 ハ ン マ で 叩 い て 瞬 間 的 に 連 結 を 解 除 す る も の で あ る た め

、 連 結 解 除 の 瞬 間 に は 少 し 部 材 が 暴 れ る お そ れ も あ る が 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具

１ に よ れ ば 、 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 １ １ に よ っ て 各 部 材 の 脱 落 が 防 止 さ れ て い る た め 、 各 部 材

が 飛 散 す る こ と が 抑 止 さ れ 、 安 全 性 に も 優 れ て い る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ は 、 図 ３ に

示 さ れ る よ う に 、 隣 り 合 う 索 体 間 に お い て 、 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が オ フ セ ッ ト し て 設 け ら

れ て い る た め 、 取 り 外 し 作 業 等 の 作 業 性 が よ い 。

　 即 ち 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が 互 い 違 い に 配 置 さ れ る た め 、 隣 り 合

う ワ イ ヤ ロ ー プ ２ １ に お い て 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が 上 下 に 重 な っ て お ら ず 、 相 互 に 邪 魔 に

な り 難 い た め 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ の 取 り 外 し 作 業 や 、 ハ ン マ で 叩 く 作 業 が や り 易 い

。 ま た 、 複 数 人 で そ れ ぞ れ の 緊 急 取 り 外 し 金 具 の 取 り 外 し 作 業 を 同 時 に 行 う 際 に も 、 作 業

者 が 重 な ら ず に 作 業 す る こ と が 可 能 と な る （ よ り 迅 速 に ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 開 放 で き

る ） 。 こ こ で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ １ 本 お き に 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ が 互 い 違 い と な る も の を 例

と し た が 、 上 下 方 向 の 取 り 付 け 位 置 が 全 て 異 な る よ う な も の で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 の 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ に お い て 、

ワ イ ヤ ロ ー プ に 張 力 を 与 え る た め の 手 段 と し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル を 別 途 設 け る も の で あ っ

て よ い 。

　 ま た は 、 緊 急 取 り 外 し 金 具 １ と タ ー ン バ ッ ク ル を 一 体 的 に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 左

右 何 れ か の ジ ョ ー ボ ル ト 部 分 に タ ー ン バ ッ ク ル を 構 成 す る 等 で あ る （ な お 、 本 実 施 形 態 の

緊 急 取 り 外 し 金 具 １ に お い て 、 両 側 の ジ ョ ー ボ ル ト の ネ ジ を 逆 ネ ジ と す る こ と に よ り 、 緊

急 取 り 外 し 金 具 １ を 回 転 さ せ る こ と に よ る ジ ョ ー ボ ル ト の 回 転 に よ っ て 、 タ ー ン バ ッ ク ル

と 同 様 の 機 構 と す る こ と も 可 能 で あ る ） 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 枚 の プ レ ー ト （ 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ 、 第 ２ プ レ ー ト 部 材 １ １ ２

） に よ っ て 、 索 体 端 部 を 両 側 か ら 挟 み こ む よ う な 構 成 （ ロ 字 型 ） と し た が 、 こ れ に 限 る も

の で は な い 。 例 え ば 、 強 度 に 問 題 が な け れ ば 、 第 １ プ レ ー ト 部 材 １ １ １ を 用 い ず に 、 コ 字

型 と す る も の で あ っ て も よ い （ 接 続 部 材 １ １ ３ 及 び 引 き 留 め 部 材 １ ２ １ １ が そ れ ぞ れ の ジ

ョ ー ボ ル ト か ら 抜 け な い よ う に 、 上 端 部 に ス ラ イ ド 制 限 部 材 （ 留 め 部 材 や リ ン チ ピ ン ） を

構 成 す れ ば よ い ） 。
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　 本 発 明 の 基 本 的 な 技 術 思 想 は 、

「 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 を 連 結 し つ つ 、 そ の 取 り 外 し の 作 業 性 に 優 れ た 連 結 具 で あ っ て

、

　 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ 、 当 該 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 か ら の 脱 落 を

防 止 す る た め の 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 と 、

　 他 方 の 索 体 の 索 体 端 部 を 連 結 す る た め の 連 結 部 で あ っ て 、 ス ラ イ ド 係 合 部 と 、 ス ラ イ ド

係 合 部 の ス ラ イ ド を 係 止 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 と 、 を 有 す る 連 結 ・ 取 り 外 し 部 と 、 を 備 え

る 。 」

と い う も の で あ り 、 こ の 思 想 に 基 づ く も の で あ れ ば 、 各 部 材 の 具 体 的 な 形 状 等 は 、 実 施 形

態 に 縛 ら れ る こ と な く 、 適 宜 決 定 す れ ば よ い も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 索 体 の 環 状 の 端 末 金 具 と し て 、 ジ ョ ー ボ ル ト を 例 と し て い る が 、 こ れ

に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 ア イ ボ ル ト を 用 い る も の や 、 索 体 の 端 末 を ア イ 加 工 し た も

の 等 で あ っ て よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 １ ． ． ． 緊 急 取 り 外 し 金 具

　 　 １ １ ． ． ． 取 付 ・ 脱 落 防 止 部

　 　 　 １ １ １ ． ． ． 第 １ プ レ ー ト 部 材

　 　 　 １ １ ２ ． ． ． 第 ２ プ レ ー ト 部 材

　 　 　 １ １ ３ ． ． ． 接 続 部 材

　 　 　 １ １ ４ ． ． ． ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ）

　 　 　 １ １ ． ． ．

　 　 １ ２ ． ． ． 連 結 ・ 取 り 外 し 部

　 　 　 １ ２ １ ． ． ． ス ラ イ ド 係 合 部

　 　 　 　 １ ２ １ １ ． ． ． 引 き 留 め 部 材

　 　 　 　 １ ２ １ ２ ． ． ． ジ ョ ー ボ ル ト （ 環 状 部 材 ）

　 　 　 １ ２ ２ ． ． ． リ ン チ ピ ン （ ス ラ イ ド 制 限 部 材 ）

　 ２ ． ． ． ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵

【 要 約 】

【 課 題 】 ２ 本 の 索 体 の 索 体 端 部 間 の 連 結 お よ び 取 り 外 し を す る た め の 緊 急 取 り 外 し 金 具 で

あ っ て 、 容 易 か つ 素 早 く 連 結 を 解 除 す る こ と が で き 、 作 業 の 安 全 性 に も 配 慮 さ れ た 緊 急 取

り 外 し 金 具 及 び こ れ を 用 い た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 提 供 。

【 解 決 手 段 】 一 端 側 に 、 一 方 の 索 体 の 索 体 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 当 該 一 方 の 索 体 の 索 体 端

部 か ら の 脱 落 を 防 止 す る た め の 取 付 ・ 脱 落 防 止 部 を 備 え 、 他 端 側 に 、 他 方 の 索 体 の 索 体 端

部 を 連 結 す る た め の 連 結 部 で あ っ て 、 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ と 、 ス ラ イ ド 係 合 部 １ ２ １ の

ス ラ イ ド を 係 止 す る ス ラ イ ド 制 限 部 材 １ ２ ２ と 、 を 有 す る 連 結 ・ 取 り 外 し 部 を 備 え る こ と

を 特 徴 と す る 緊 急 取 り 外 し 金 具 。

【 選 択 図 】 図 ４
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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